






統合分野

分野 単位 4 時間 90
科目 単位 1 時間 30 進度
目的

方法

1.看護とマネジメント
1)看護管理とは
2)マネジメントとは
3)看護におけるマネジメント

2看護ケアのマネジメント
1)看護ケアのマネジメントと看護職の機能
2)患者の権利の尊重
3)安全管理
4)チーム医療
5)看護業務の実践

方法

3.看護サービスのマネジメント
1)看護サービスのマネジメント
2)組織目的達成マネジメント
3)看護サービス提供のしくみづくり
4)人材のマネジメント
5)施設･設備環境のマネジメント
6)情報のマネジメント
7)物品のマネジメント
8)組織におけるリスクマネジメント
9)サービス評価

4.看護を取り巻く諸制度
5.マネジメントに必要な知識と技術

1)組織とマネジメント
2)リーダーシップとマネジメント
3)組織の調整
4)組織と個人

方法

1．看護の活動領域
1)国際協力
2)プライマリーヘルスケア
3)異文化理解
4)国際看護活動

(1)ジャイカ青年海外協力隊の研修員との交流
(2)ワークショップ
(3)アジア・西アフリカの衛生状況実際

テキスト：系統看護講座　統合分野　看護の統合と実践[1]　看護管理．医学書院
系統看護講座　統合分野　看護の統合と実践[3]　災害看護学・国際看護学．医学書院
系統看護学講座　基礎看護学[1]　看護学概論．医学書院

参考書：看護学基礎テキスト全4巻．日本看護協会出版会

看護専門職として、管理に関する基礎的知識や技術を修得し、看護管理上の問題を解決する方
策の方法を学ぶ。

講義・演習
学習目標

講義・演習
学習目標

看護における管理
の方法と、施設内
や地域における看
護方法を学ぶ

評価方法 筆記試験・レポート
講師

授業内容

【6/30時間】
本校専任教員28年
看護師
総合病院（脳神経外
科、整形外科、救急外
来など）11年の実務経
験

評価方法 筆記試験・レポート
講師

授業内容

統合分野 教育内容 看護の統合と実践
看護管理 3年次前期

【18/30時間】
看護師
認定看護管理者
総合病院41年の実務
経験

【6/30時間】
大学准教授
助産師
大学24年、総合病院
（産婦人科など）21年
の実務経験

評価方法 筆記試験・レポート
講師

授業内容学習目標
講義・演習

テキスト：系統看護講座　統合分野　看護の統合と実践[3]　災害看護学・
国際看護学．医学書院

テキスト：系統看護講座　統合分野　看護の統合と実践[1]　看護管理．医
学書院

テキスト：系統看護講座　統合分野　看護の統合と実践[1]　看護管理．医
学書院

看護における管理
の方法と、施設内
や地域における看
護方法を学ぶ

看護における管理
の方法と、施設内
や地域における看
護方法を学ぶ
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統合分野

分野 単位 4 時間 90
科目 単位 1 時間 30 進度
目的

方法

1．医療安全を学ぶことの大切さ
1)医療安全の定義
2)安全の言葉の定義
3)ヒューマンエラー

2．事故の分析と対策の検討
1)インシデントとアクシデント
2)KYTとは

3．事例を用いた臨床想定訓練
シュミレーション：事故発生の模擬体験　（演習）

方法

1.医療事故と看護業務
医療事故とは

2.看護事故の構造と分類
1)看護事故の構造
2)インシデント・アクシデント報告書
3)事故の分類
4)ヒューマンエラー防止対策

3.医療安全に関する看護職の法的責任
4.医療安全に関する看護倫理
5.医療安全とコミュニケーション

1)不正確・不十分なコミュニケーションは事故の重要要因
2)医療事故防止のための対象とのコミュニケーション
3)事故の未然防止上重要なコミュニケーション

6.医療における事故防止体制の構築・システムの改善
1)組織としての医療安全対策の意義
2)システムとしての事故防止の具体例
3)国の医療安全対策

テキスト：系統看護講座　統合分野　看護の統合と実践[2]　医療安全．医学書院
参考書:医療安全ワークブック．医学書院

医療安全に活かすKYT．メジカルフレンド社

講師
授業内容

【14/30時間】
本校専任教員28年
看護師
総合病院（脳神経外
科、整形外科、救急外
来など）11年の実務経
験

【16/30時間】
看護師
総合病院（循環器、内
科、救急など）
27年の実務経験

講義・演習

医療現場における
専門職としての責
任と倫理的判断の
必要性について理
解する(医療安全対
策)

医療現場における
危険要因を理解す
る

人は誰でも事故を
起こす存在であるこ
とが理解できる

評価方法 筆記試験・レポート
講師

授業内容

医療安全
統合分野 教育内容 看護の統合と実践

学習目標

3年次前期
日常の看護において危険を予測し、看護・医療事故予防の技術とシステムについて知識を深め、
安全に看護実践ができる能力を養う

講義・演習

評価方法 筆記試験・レポート

対象の状況と場に
応じて安全な看護
を提供するためにリ
スクを判断する必要
性を理解する

学習目標
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統合分野

分野 単位 4 時間 90
科目 単位 1 時間 15 進度
目的

方法

1.救急看護の概念

1)救急看護とは
2)救急医療体制
3)救急看護の場

2.救急看護の対象の理解

1)救急患者の特徴
2)救急患者家族の特徴

3.救急看護体制
1)初期・第二次救急医療における対応
2)第三次救急医療における対応

4.医療用器械の取り扱い
1)ME機器とは
2)ME機器を使用するための基礎知識
3)ME機器取り扱い上の留意事項

4.救急患者の観察とアセスメント
1)全身と外見の観察とアセスメント
2)緊急検査

5.心肺停止状態への対応
1)一次救命処置
2)二次救命処置

6.外傷・熱傷・骨折・中毒・溺水への対応

7.事例を用いた緊急時の対応の実際

テキスト：系統看護講座　別巻　救急看護学．医学書院
参考書：系統看護講座　基礎看護学[4]　臨床看護学総論．医学書院

成人看護学　成人看護技術．南江堂

救急時に安全に医
療機器を取り扱うこ
とができる

統合分野

学習目標

急病、けが、災害など急に身体の疾患または損傷を受けた救急患者への救急処置、医療行為の
介助、生活行動援助、精神的サポートなどの看護活動と位置づけを学び看護実践につなげる

講義・演習

救急医療と救急看
護の基礎を理解す
る

主要病態に対する
救急処置と看護を
理解する

看護師
病院等21年、介護施
設9年の実務経験

3年次前期
教育内容 看護の統合と実践

評価方法 筆記試験・実技試験
講師

授業内容

救急医療
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統合分野

分野 単位 4 時間 90
科目 単位 1 時間 15 進度
目的

方法

1.災害看護のあゆみ

2.災害医療の基礎知識
1)災害の定義
2)災害の種類と健康障害
3)災害医療の特徴
4)災害と情報
5)国内の救援活動の現状と課題

3.災害看護の基礎知識
1)災害看護の定義と役割
2)災害看護の対象
3)災害看護の特徴と看護活動

4.災害サイクルに応じた活動現場での災害看護
1)急性期・亜急性期

（1)トリアージ
（2)応急処置

2)慢性期・復興期
3)静穏期

5.災害とこころのケア

6.事例における災害看護活動

テキスト：系統看護講座　統合分野　看護の統合と実践[3]　災害看護学・国際看護学．医学書院
参考書：系統看護講座　別巻　救急看護学．医学書院

災害看護の全体を
理解し、災害時の
看護の基礎的知識
を身につける

学習目標

統合分野
3年次前期

教育内容 看護の統合と実践

災害は予期しない時に大きな破壊を突然もたらし、人々の生命の危機と健康の破壊、生活基盤の
崩壊をもたらす。災害が発生した場合、看護職は誰もが災害看護活動に参加する可能性を持っ
ているため、看護基礎教育において災害看護を学ぶ

評価方法 筆記試験・レポート
講師

授業内容

【8/15時間】
看護師
総合病院（呼吸器外
科、外科、循環器科な
ど）
25年の実務経験

【7/15時間】
看護師
総合病院（脳外科、外
科、整形外科など）
31年

講義・演習

災害看護
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